
宮 城 女 ■ 性 九 条 q ) 蛋

テ
ー

マ : 条m っ て L ヽ ま す ぬ ヽ ･ ･ ･ 中 学 卒交 の 教 卒卑 審

プ⊃ヽ ら ラ1肖 審 机 プ芯= ｢ 慰 安 婦 ｣ の ㌫ニ ～ニ

㌫ぬ ･ 戦争 の 傷跡 と い う の は ､ 見えな い 傷 が どん な に深 い こ と で し ょ う ｡

･ ｢慰 安婦j は 朝鮮半島 だけで な く 中国 ･

フ ィ リ ピ ン ･ イ ン ドネ シ ア
･ マ レ ー

シ ア

な どか ら大勢名乗り出て きて い ます ｡

･ 線国 ･ 北朝鮮 の場合, 永年儒教が国教とされ男尊女卑の徹底した長幼序列の社会

で あ っ たため ､ 日本軍 の r慰安 軌 に さ れた戦争犠牲者な の に蔑視 され て き ま し

た ｡ 戦後 5 0 年以 上 も こ う した女性 た ち の 人 生 が歴史 の 鰐の 申に 埋 も れ ､ 罪人

の よ うに して 生 き な けれ ばな ら な か っ た 辛 さ が あ っ た こ と を ､ 日本 人 と し て 知

っ て おかね ばな ら な い と思 い ます ｡

｡

未 だ日本軍 の r慰安身凱 制度がきちん と裁かれ て い な い こ とも問題 で す ｡ 謝罪 さ

れ たか ら と い っ て 納 ま ら ない だろ う女 と し て の 痛 み は 共有 で き ます ｡

｡ そ こ か ら戦争 で踏 み に じら れ て き たr人権｣ を学 び ､ 今後 ､ 世界 中普遍 で あり他者

の 尊厳 を侵 して はな らな い r人種軌 を大切 に 守 っ て い か ね ば と思 い ます o

展 示 と き : 2 0 1 1 年 8 月 1 5 日(月)
- 2 1 日 ほ)

と こ ろ : エ ル ･J て
一

夕 5 階 展 示ス ぺ
- ス

講 演 と き : 2 0 1 1 年 8 月 2 1 日 ( 日) 1 3 時 3 0 分
- 1 5 時 3 0 分

と こ ろ : エ ル
･ パ

ー

ク 5 階 セ ミ ナ
ー

ホ
- ル

講 師 : 中 原 道 子 氏 ( バ ウネ ッ トジ ャ パ ン共 同代表)

参加費 : 5 0 0 門

主 催 : 宮城女性 九条 の 会(仙 台市青菜区上 砂 2
一

卜 1 0 仙台 Y W C A 会館内)

連絡先 怒 0 2 2 - 2 4 8
- 3 7 1 8 ( 一

戸) ま紺 2 7 1
- 8 0 8 7 ( 岡)
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《講師 プ ロ フィ
ー ル》

早稲 田大学に 3 5 年 間動 乱 東南 ア ジ ア史 ､
こ と に 日本軍政期の 薬療 マ ラヤ

に関 心が あり ます ｡

2 0 0 0 年の 咽 本革性奴隷制 を裁 く女性 国際戦教法廷j 開催の ため に組織 さ

れ たV A W W N E T J A P A N の 創 立以来の メ ンバ
ー

o

韓 国 の 女性 たち と共 同でr ジ ェ ン ダ
- の 視 点か らみ た 日韓 近現 代史j (費錦舎) 杏

日韓で 出版 ｡

沖縄 の 宮古島 の r慰安軌 を日韓共同で 調査 し ､
r慰安軌 に さ れた女性を祈念

す る ため の 碑 坂 たち へJ を建て ､ 共同調査報告書 と して , 叶 二 の 言葉が刻 む

戦場 の 宮古島と慰安軌 (なふよう文庫) を出版し た｡

日本軍 性奴隷制問題解決 の ため な ら世界中ど こ にで も行く ｡
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展 示 ♂濁 孫 』沙 の
-

例

『慰安婦』 制慶⑳磯寮監窯藤
一 アジア番地の被害女性たちの証言 -

日本軍 ｢ 慰安婦｣ 制度の 実態は ､ 文書資料 だ けで分 か る もの で は ありませ ん o

しばしば, ｢ 強制連行を示す証拠が か ､｣ ｢被害者の 証言 に は証拠がな い｣ な どとい

う声が聞こ えて きますが､ そもそも ｢ 強制連行を しろ｣ などと いう文書が作られた

はずが ありませ ん ｡ 女性たちがどの ように連行され､ 慰安所で どの ような境遇 にあ っ

た の かを語る こ とができるの ほ ､ ｢ 慰安婦｣ を強い られた女性たち自身です｡

9 0 年代 になり､ 多く の被害女性た ちが沈黙 を破り ｢ 尊厳の 回復｣ を求めて 立ち

上がりま した｡ 日本政府に謝罪 ･ 補償を求めて接辞した裁判もその
一

つ で す｡ 日

本政府は｢ 女性の ため の ア ジア平和 国民基金｣ を設立して事業を推し進めましたが ､

多くの 女性 た ちが｢ 償い 金｣ の 受け取 りを拒否 しま した ｡ 女性たち が求め て い る｢ 尊

厳の 回復｣ とは何で しょう｡

こ こ に展示 した パ ネル は ､
∧
慰安所で の 体験だけでなく ､ ｢ 慰安婦｣ を 軌 ､ られた

女性たちの それぞれの 人生を綴 っ て い ます｡

一 人 一 人 の 女性に 出会っ てくださ い ｡

一 人 一 人 の 人生 に 向き合 っ て くだ さ い o

そ の 中で き っ と､ 女性たちが求めて い る ｢ 人間の 尊厳｣ と は何かが見えてく る の

で は ない かと思 い ます｡
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緒騰飽電報鮮 噛 漕) ⑳褒像庭番
日本の植民地だ った朝鮮と台湾で 臥 層 ぐ

健康で性病にかか っ ていない女性たちが5 J ;
卜になりましたo 多くは磯村の霧しい家庭a)顔
学校に行くこともできなか った未成年で未婚の

性たちです｡ 彼女たちは日中戦争の墳はiミ日ち r> うとん

軍が患屯する中国番地の慰安所に､ 太平浮戦争

が始まると 東南ア ジア の番地に作られra 慰安
所に連れて行かれました｡

宅

ヽ

額鮮人 憶 安削 が遊行 紬 た慰安所の所在地 (2 O O 締 3 月頚在)
出典 : 被密着 . 元 帥 兵の証嘗 ､ - ､ 冨射線 翻乳 公文藩 など
地図作成 : 野木香里 ､ 西野苛英子
元デ づ 作成 : 油日 葱想子 , 松藩凝紀子
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